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　我が国は本格的な人口減少社会に突入し、 今後加速度的に人口減少が進むとされています。
こうしたなか、国と地方が総力を挙げて人口 減少と地域経済縮小という課題に取り組むため、

「まち・ひと・しごと創生法」が施行されました。 本市でも、平成２６年４月より人口問題対策の専
任の部署を配置し、積極的に対策に乗り出し ています。この度、人口の現状と将来展望を示す

「魚沼市人口ビジョン」および、今後５カ年の 市の施策の方向を示す「魚沼市まち・ひと・し
ごと創生総合戦略」を取りまとめましたので、 その概要をお知らせします。

　

過
去
の
歴
史
的
要
因
に
よ
り
急
速
に
増
加

し
た
人
口
が
、
あ
る
一
定
の
水
準
ま
で
減
少
す

る
こ
と
は
、
人
口
が
増
加
す
る
前
の
水
準
ま
で

戻
る
も
の
で
、
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
問
題
は
、
単
に
「
人
口
が
減
少
す
る

こ
と
」
で
は
な
く
、
戦
後
続
い
て
き
た
大
都
市

圏
へ
の
人
口
の
流
出
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い

る
こ
と
や
、
非
婚
化
、
晩
婚
化
等
に
よ
る
出
生

率
の
低
下
が
、
更
な
る
人
口
減
少
に
拍
車
を

掛
け
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
人
口
が
減
少
す
る
要

因
を
政
策
の
実
施
に
よ
り
食
い
止
め
、
本
市
の

将
来
人
口
を
一
定
の
水
準
で
下
げ
止
ま
ら
せ
る

た
め
、
生
産
年
齢
人
口
の
割
合
を
高
め
、
人

口
構
成
の
若
返
り
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
人
口
が
急
速
に
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り

発
生
す
る
様
々
な
課
題
に
対
応
し
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
魚
沼
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は

こ
う
し
た
政
策
効
果
の
実
現
に
よ
り
、
将
来
、

本
市
が
目
指
す
目
標
人
口
を
示
す
も
の
で
す
。

未来へ
問　企画政策課　☎７９２－１４２５

特     

集

■
魚
沼
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

■
魚
沼
市
ま
ち
・
ひ
と
・

　
　

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

　
「
魚
沼
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
示
す
目
標

人
口
の
達
成
を
目
指
す
た
め
、
平
成

２７
年
度

か
ら
の
５
年
間
に
、
市
民
と
協
力
し
な
が
ら

市
が
何
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
ん
で
い
く

か
方
向
を
示
す
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
既
に
進
ん
で
い
る
人
口
減

少
・
超
高
齢
社
会
が
及
ぼ
す
課
題
や
そ
の
影

響
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、
人
々
の
希
望

が
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
の
戦
略
「
攻
め
の
戦
略
」

と
人
口
減
少
に
対
応
し
た
戦
略
「
守
り
の
戦

略
」
の
両
輪
に
よ
り
、
一
定
規
模
の
人
口
維

持
と
活
気
あ
ふ
れ
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
全
国
的

に
も
知
名
度
の
高
い
「
魚
沼
ブ
ラ
ン
ド
」
の

力
を
更
に
活
か
す
努
力
を
進
め
る
と
と
も

に
、
生
活
の
基
盤
と
な
る
「
し
ご
と
」
づ
く

り
に
軸
を
置
き
な
が
ら
足
元
を
固
め
る
た
め

の
施
策
を
進
め
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
市

の
魅
力
を
高
め
、
交
流
人
口
の
増
加
や
若
者

が
戻
っ
て
く
る
流
れ
を
作
る
と
と
も
に
、
若

者
の
収
入
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
、
安
心
し

て
結
婚
を
し
、
出
産
や
子
育
て
が
で
き
る
環

境
に
つ
な
げ
ま
す
。

希望を 魚
沼
市
版
総
合
戦
略
で
地
方
創
生
を

推計人口※１ 魚沼市目標人口（推計人口比）
２０４０年 ２５，６００人 ３１，３００人（＋５，７００人）
２０６０年 １７，１００人 ２６，０００人（＋８，９００人）

魚沼市の将来展望と目標人口

※１推計人口は、国立社会保障・人口問題研究所（社人研）によるもの。
　２０６０年は社人研に準拠して算出した推計値。
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　２０４０年までに人口流出入率
を５０％に緩和し、２０５０年まで
に合計特殊出生率２．３人（Ｈ２５
時点１．５９人）を達成し、人口減
に歯止めをかけます。そして、そ
の水準は維持します。

「攻めの戦略」と「守りの戦略」の同時対応

将来人口推計

攻めの戦略守りの戦略

◎攻めの戦略：人口減に歯止めをかけるための戦略（人口流出防止・出生率向上等）

◎守りの戦略：人口減少に対応した戦略（超高齢化社会に対応したまちづくり等）

一定規模の
人口を維持

次
の
世
代
へ
つ
な
げ
る

若 者 の 希 望 を か な え、
子どもを産み育てやす
い環境をつくる

地域経済を活性
化し仕事をつくり
雇用を増やす

地域の担い手とな
るひとの流れをつ
くる

攻
め
の
戦
略
と
守
り
の
戦
略
を
同
時
に
実
施

攻めの戦略と守りの戦略の
詳細は次ページへ

！

　

攻
め
の
戦
略
で
プ
ラ
ス
の

サ
イ
ク
ル
を
つ
く
り
、
未
来
に

向
け
活
気
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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地域の経済を元気にし、魚沼で暮らし
続けられる「しごと」をつくる

攻める

１戦  略
戦略の方向 主な施策

地域経済の分析による戦略的な産業振興 ・地域経済分析の結果を基にした的確な産業の育成

市外からの資金獲得のための取り組みに対する
積極的な支援

・製造業の競争力の強化と企業誘致の推進
・農林業の魅力ある成長産業化
・魚沼ブランド力の向上と国内・国外市場への販売力の強化
・外国人旅行者の誘致展開
・情報通信技術 ( ＩＣＴ ) を活用した外需獲得のための支援

地域経済の好循環実現のための取り組みの推進
・地産地消型の生産・消費システムの構築
・本市固有の地域資源を積極的に活用する企業の支援
・市民の購買意欲を高める地元商店街等の魅力向上

時代の変化に対応した産業への転換と起業支援
・時代の変化に即した新たなビジネス分野への進出や起業の
   支援

魚沼市の産業を支える人材の育成

・高度人材育成と人材のプラットホーム化
・次世代の農林業を担う人材の育成と確保
・魚沼市の雇用を支える主要産業の人材確保
・医療・介護・福祉分野を支える人材育成マネジメント支援

再チャレンジできる就業環境の整備
・シニア世代の保有技術の有効活用と就労支援
・女性が活躍できる職場環境の充実と就業促進

地域の魅力を創造し、魚沼で暮らし
たい「ひと」の流れをつくる

攻める

２戦  略
戦略の方向 主な施策

魚沼市と係わりを持つ人口（関係人口）の拡大
・地域資源を活用した多様な体験型交流の拡大
・関係人口の継続的獲得のための仕組みづくり
・魚沼市出身者に対する帰郷の働きかけ

Ｕ・Ｉターンの誘導による定住促進
・居住魅力や住宅情報等のきめ細やかな情報発信
・田舎暮らしお試し体験居住の企画・実施

魚沼市移住者への支援体制の整備充実
・空き家の利活用推進と住宅取得等の助成
・移住者へのサポート体制の整備充実

地域が持続的に発展するため、若い世代
の希望がかなえられる環境をつくる

攻める

３戦  略
戦略の方向 主な施策

若者の経済的安定のための支援
・若者の雇用環境の整備
・若者の居住環境の整備

結婚・妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

・非婚化・晩婚化対策の推進
・安心して出産できる環境整備と子育て支援の充実
・仕事と生活の調和の実現に向けた対策推進

次の世代を担う子どもの育成
・社会で活躍できる子どもの育成
・地元愛ふるさと教育の推進

早期に人口減少社会への対策を図り、安心
して暮らし続けられる「まち」をつくる

守 る

４戦  略
戦略の方向 主な施策

医療介護等の社会保障費の増大の防止
・健康寿命の延伸化対策の推進
・シニア世代の地域活動参加の促進

過疎化・中山間地対策の充実・強化
・集落の日常生活機能の維持・確保
・地域コミュニティの活性化と暮らしの安全・安心の確保

コンパクトなまちづくりの推進 ・地域拠点の形成と地域公共交通の活性化

人口減少社会に即した公共施設管理 ・既存ストック（施設等）の適切なマネジメント

特集：未来に希望を

　

地
方
創
生
を
一
過
性
の
事
業
で
は
な
く
、
末
長
く
継

続
し
発
展
さ
せ
る
に
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
、積
極
的
に
行
動
し
て
い
く「
若
い
リ
ー
ダ
ー
」

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
次
の
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
教
育
や
育
成
は
非
常
に
重
要
と
考
え
、
こ

の
戦
略
に
加
え
て
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち
が
立
ち
上
が

り
、
積
極
的
に
意
見
を
出
す
地
域
。
き
っ
と
、
そ
の
う

ね
り
は
周
り
を
巻
き
込
み
、
地
域
を
変
え
る
大
き
な
力

に
な
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、
魚
沼
に
は
食
や
自
然
な
ど
、
全
国
や
世
界
に

誇
れ
る
素
材
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
総
合
力
を

持
っ
て
感
性
良
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
不
足
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
戦
略
で
は
、
魚
沼
に
今
あ
る
「
宝
」
を
更
に

深
く
追
求
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
施
策

も
多
く
盛
り
込
み
ま
し
た
。
震
災
や
災
害
か
ら
の
復
興

や
、
旧
６
か
町
村
の
一
体
感
を
醸
成
し
て
き
た
合
併

１０

年
が
過
ぎ
、
今
後
は
地
方
創
生
と
い
う
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
に
入
り
ま
す
。「
何
か
行
動
を
し
な
け
れ
ば
、
地
域
は

衰
退
し
て
い
く
」
と
い
う
危
機
感
を
持
ち
、
人
口
減
へ

の
対
策
や
魚
沼
の
創
生
に
全
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

魚
沼
創
生
へ
全
力
を
注
ぐ

 市報うおぬま

魚沼市長　大平 悦子
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カ
ー
ド
に
標
準
搭
載
さ
れ
て
い

る
電
子
証
明
書
を
使
っ
て
、
確
定

申
告
等
の
電
子
申
告
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
交
付
は
平
成

２８
年
１
月
か
ら

行
わ
れ
ま
す
が
、
申
請
者
数
が
多

く
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
平

成
２８
年
の
確
定
申
告
時
に
間
に
合

わ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

何に使えるの？　「個人番号カード」

　

平
成

２８
年
２
月
（
予
定
）
か
ら
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
て

い
る
電
子
証
明
書
を
使
っ
て
、
全

国
の
対
象
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
店
舗
で
一
部
証
明
書
類
の
交
付

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　引っ越しや結婚などで、通知カードの表面に記載され

た住所や氏名が違う人は、通知カードを持って市役所各

庁舎の窓口にお越しください。カードの裏面に新しい情

報を記載いたします。また、お手元に通知カードが届い

ていない人は市民課市民生活室戸籍住民係（☎７９２－

１１１２）へご連絡ください。

　

公
的
機
関
等
で
本
人
確
認
の
際

に
提
示
を
求
め
ら
れ
た
場
合
の
身

分
証
明
書
と
な
り
ま
す
。

本
人
確
認
の
際
の

公
的
な
身
分
証
明
書

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
す
る
書
類
に

な
り
ま
す
。（
通
知
カ
ー
ド
は
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
際
に
返

納
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

確
認
書
類

各
種
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

一
部
証
明
書
類
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
申
請

シリーズ：マイナンバー④  問  市民生活室  ☎７９２－１１１２

　個人番号カードは申請した人に交付される「任意申請」により作成され
ます。個人番号カードを持つと、魚沼市では次のようなことに利用できま
すので、サービスを利用したい人はぜひ申請してください（申請方法は市
報１１月１０日号掲載）。なお、個人番号カードは平成２８年１月４日以降、
全国で順次交付開始となります。

個人番号
カード

　建設を進めてきました斎場が完成し供用開始します。

静かな環境と落ち着きのある炉前告別室が設置されてい

ます。墓地公園等の周辺整備は来年度以降も継続します。

新魚沼市斎場が供用開始します
　　　　～ ペット火葬炉も併設 ～

１２月１５日より

■
斎
場
概
要

○
位
置　

池
平
３
９
６
番
地
１

　
（
湯
之
谷
薬
師
ス
キ
ー
場
近
く
）

○
施
設　

火
葬
炉
３
基

　
　
　
　

炉
前
告
別
室
３
室

　
　
　
　

小
動
物
用
火
葬
炉
１
基

○
管
理
運
営

　

指
定
管
理
者　

　

㈱
魚
沼
市
環
境
事
業
公
社

　

魚
沼
市
火
葬
予
約
セ
ン
タ
ー 

　

☎ 

０
２
５
・
７
９
３
・
１
０
５
９

炉前告別室

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

も
示
す
と
お
り
、
今
後
の
人
口
減

少
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
北
部
公
民
館
に
隣
接
す
る
市

有
地
及
び
そ
の
周
辺
」
は
、
人
口

集
中
地
区
に
近
接
し
、
市
立
小
出

病
院
や
民
間
医
療
機
関
、
新
潟
県

魚
沼
地
域
振
興
局
に
近
接
し
、
行

政
機
能
の
連
携
が
今
ま
で
以
上
に

容
易
に
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
商
店
街
や
金
融
機
関

も
近
く
、市
民
の
利
便
性
も
増
し
、

賑
わ
い
づ
く
り
の
契
機
と
な
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　
「
北
部
公
民
館
に
隣
接
す
る
市

有
地
及
び
そ
の
周
辺
」
は
、
市
立

小
出
病
院
、
北
部
公
民
館
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
小
出
郷
体

育
館
等
の
不
特
定
多
数
の
市
民
が

利
用
す
る
施
設
が
近
接
し
て
お

り
、
当
該
地
に
建
設
す
る
こ
と
に

よ
り
、
駐
車
場
の
相
互
利
用
や
多

様
な
集
会
機
能
に
対
応
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
付
随

し
て
公
共
交
通
網
を
構
築
す
る
こ

と
に
よ
り
、
周
辺
公
共
施
設
の
利

便
性
が
高
ま
る
と
考
え
ま
す
。

　
「
北
部
公
民
館
に
隣
接
す
る
市
有

地
及
び
そ
の
周
辺
」
は
、
都
市
計

画
用
途
地
域
の
第
２
種
中
高
層
住

居
専
用
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
用
途
変
更
の
手
続
が

必
要
で
す
。
し
か
し
、
地
元
等
か
ら

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
協
力
す
る

主
旨
の
申
し
出
も
あ
り
、
用
途
変

更
の
手
続
に
つ
い
て
近
隣
住
民
の
理

解
が
容
易
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
並
び
に
市
議
会

庁
舎
再
編
整
備
特
別
委
員
会
で
の

議
論
や
意
見
を
踏
ま
え
て
総
合
的

問　企画政策課　☎７９２－１４２５

建設候補地 ＪＲ只見線

関越高速道

Ｒ３５２

小出駅

Ｒ１７

消防庁舎

小出病院

小出警察署

地域振興局

　北部公民館に隣接する
　市有地及びその周辺

新庁舎候補地を「北部公民館に隣接する市有地及びその周辺」と選定し
市議会に提案しました

　新庁舎の候補地については、「①井口小学校及びその周辺  ②北部公民館に隣接する市

有地及びその周辺  ③アルプス電気㈱小出工場  ④小出郷福祉センター及びその周辺  ⑤広

神庁舎及びその周辺」の５か所を候補地として選定し、検討を進めてきました。このたび、

各候補地を総合的に評価し、候補地を選定し市議会に提案しましたので、お知らせします。

■
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

新
庁
舎
候
補
地
の
決
定
の
背
景

■
市
民
利
用
施
設
の
集
積
度

■
近
隣
住
民
の
理
解

　

１１
月

２５
日
号
の
市
報
折
り
込
み

に
て
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
、

「
新
庁
舎
建
設
位
置
に
関
す
る
市

民
説
明
会
」
を
左
記
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

日
１２
月

１３
日
㈰
午
前

１０
時
か
ら　

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

に
判
断
し
た
結
果
、「
北
部
公
民

館
に
隣
接
す
る
市
有
地
及
び
そ
の

周
辺
」
が
最
適
地
で
あ
る
と
判
断

し
ま
し
た
。
こ
の
場
所
を
候
補
地

と
し
て
、

１２
月
議
会
定
例
会
に
提

案
し
ま
し
た
。

問  環境対策室  ☎７９２－９７６６
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収入 支出

ガス料金
11億 1,714 万円

長期前受金戻入

1,081 万円
その他収入
16万円

純利益
1,455 万円

減価償却費等
1億 8,377 万円

原ガス購入費
維持管理費
9億 5,488 万円

企業債利息
1,426 万円

器具販売等
3,935 万円

【ガス事業の維持・管理に関する収支】

利益は借入金の返済
や施設整備の財源に
なります。

収入 支出

収支不足額
2 億 7,079 万円

企業債償還金
5,939 万円

建設改良費
2 億 1,417 万円

負担金等
　277 万円

【施設の建設・改良に関する収支】

　

公
営
企
業
会
計
は
、水
道
事
業
・

下
水
道
事
業
・
ガ
ス
事
業
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
生
活
や
、
地
域

の
発
展
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
、
地
方
公
共
団

体
が
経
営
す
る
企
業
で
す
。

　

特
定
の
個
々
の
人
に
対
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
で
あ

る
た
め
一
般
会
計
と
は
異
な
り
、

必
要
な
経
費
を
料
金
な
ど
の
収
入

で
賄
う
独
立
採
算
の
経
営
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

問　ガス水道局　７９２－１１１８

公営企業
決算状況

水
道
事
業

　

水
道
料
金
な
ど
の
収
入

７
億
９
，
７
７
０
万
円
に
対
し
、

維
持
管
理
等
に
要
し
た
費
用
は

７
億
８
，
０
０
８
万
円
で
、
１
，

７
６
２
万
円
の
利
益
が
あ
り
ま
し

た
。

　

建
設
工
事
費
は
、
芋
川
浄
水
場

の
膜
ろ
過
工
事
の
ほ
か
、
小
出
・

堀
之
内
地
区
連
絡
管
整
備
、
湯
之

谷
地
区
の
七
日
市
配
水
池
建
設
工

事
、
入
広
瀬
地
区
テ
レ
メ
ー
タ
ー

等
設
置
工
事
、
９
路
線
の
老
朽
管

○
給
水
人
口　

３
７
，
８
２
８
人

　
　
　
　
　
　
　
（
▲
６
３
４
人
）

○
給
水
件
数　

１
４
，
４
１
２
件

　
　
　
　
　
　
　
（
▲
１
２
２
件
）

○
年
間
配
水
量

　

５
８
４
万
２
，
４
１
２
ｍ３

○
年
間
有
収
水
量

４
３
３
万
６
，
５
６
４
ｍ３

※
（　

）
内
は
対
前
年
度
比

　

下
水
道
使
用
料
な
ど
の
収
入

２６
億
４
，
９
８
０
万
円
に
対

し
、
維
持
管
理
等
に
要
し
た
費

用
は

２４
億
６
，
１
０
８
万
円
で
、

１
億
８
，
８
７
２
万
円
の
利
益
が

あ
り
ま
し
た
。

　

建
設
工
事
費
は
、
処
理
場
の
統

合
や
老
朽
化
し
た
処
理
場
の
設
備

更
新
に
加
え
、
不
明
水
対
策
と
し

て
管
渠
送
煙
試
験
調
査
及
び
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
の
改
修
工
事
を
実
施
し

ま
し
た
。

下
水
道
事
業

○
処
理
可
能
人
口　

　

３
８
，
５
１
９
人

（
▲
６
２
２
人
）

○
水
洗
化
人
口　

３
６
，
６
２
２
人

　
　
　
　
　
　
　
（
▲
４
９
７
人
）

○
年
間
処
理
水
量

５
２
６
万
４
，
２
３
７
ｍ３

○
年
間
有
収
水
量

４
２
５
万
７
，
８
４
６
ｍ３

※
（　

）
内
は
対
前
年
度
比

ガ
ス
事
業

　

ガ
ス
料
金
な
ど
の
収
入

１１
億
６
，

７
４
６
万
円
に
対
し
、
ガ
ス
購
入
費

や
施
設
維
持
管
理
等
に
要
し
た
費

用
は

１１
億
５
，
２
９
１
万
円
で
、
１
，

４
５
５
万
円
の
利
益
が
あ
り
ま
し

た
。

　

大
口
供
給
と
小
口
供
給
を
合
せ

た
ガ
ス
年
間
販
売
量
は
、
前
年
比

約
１
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
ガ
ス
販

売
量
は
増
加
し
ま
し
た
が
、
企
業

会
計
制
度
の
改
正
に
併
せ
て
旧
堀

之
内
企
業
庁
舎
を
一
般
会
計
に
移
管

し
た
こ
と
に
よ
る
特
別
損
失
な
ど
に

よ
り
利
益
が
大
幅
に
減
少
し
ま
し

た
。

○
年
度
末
需
要
家
数　

　

７
，
８
４
２
戸
（
▲

６６
戸
）

○
年
間
ガ
ス
販
売
量

　

９
６
７
万
ｍ３

（
９
万
３
千
ｍ３

）

○
主
な
工
事
契
約

　

斎
場
向
け
中
圧
管
布
設
工
事　

　

経
年
管
布
設
替
工
事　

ほ
か

※
（　

）
内
は
対
前
年
度
比

平成２６年度　

　平成 25 年から始まった新プラン「ガス家庭用温水暖房契約」は、
おかげさまで好評を頂いております。自宅の建て替えはもちろん、
リフォームをお考えの方、暖房器の入れ替えをお考えの方は是非
ご検討ください。

あったか～い

• 今まで使っていた灯油の温水暖房機に比べ、とにかく立ち上

がりが早い。寒い朝や日中いないので帰宅した時にありがたい。

（温水ルームヒーター使用）

• ファンヒーターに比べ、遠くの足元まで温風が届く。近くで

も熱すぎない。（温水ルームヒーター使用）

• 屋内で燃焼しないので、燃焼音がしなく静かで小型大能力。

• 万が一壊れても排気が屋内に出ないので人体に安心。

• 付け外しがコンセント形式なので、夏場は車庫にしまってい

ます。（温水ルームヒーター使用）

• 温かさが柔らかく、長年つらかったリュウマチが楽になった。

今までの中で一番いい買い物をした。（床暖房使用）

布
設
替
工
事
を
実
施
し
安
定
供
給

対
策
を
行
い
ま
し
た
。

水道料金

5億 7,888 万円 一般会計
補助金

その他収入

2,753 万円

1,670 万円

純利益
1,762 万円

減価償却費
4億 1,807 万円

維持管理費
2億 9,809 万円

企業債利息6,392 万円

収入 支出

長期前受金戻入
1億 7,459 万円

収入 支出

収支不足額
2億 5,583 万円

一般会計出資金

補助金・負担金
1,004 万円

建設改良費

1億 8,668 万円
企業債償還金

6億 4,089 万円借入金
4億 7,970 万円

一般会計出資金
8,200 万円

内部
  留保

利益は借入金の返済
や施設整備の財源に
なります。

【水道事業の維持・管理に関する収支】 【施設の建設・改良に関する収支】

収入 支出

下水道使用料
8億 4,540 万円

一般会計補助金
10億 2,570 万円

その他収入
2,189 万円

純利益
1億 8,872 万円

減価償却費等
14億 7,506 万円

企業債利息
4億　488 万円

維持管理費
5億 8,114 万円

長期前受金戻入
7億 5,681 万円

内部
  留保

利益は借入金の返済
や施設整備の財源に
なります。

【下水道事業の維持・管理に関する収支】

収入 支出

収支不足額
7 億  9,367 万円

一般会計出資金
7 億円

補助金・負担金等
１億 3,424 万円

借入金
2億 1,980 万円

企業債償還金
14 億 5,541 万円

建設改良費
3 億  9,230 万円

【施設の建設・改良に関する収支】

内部
  留保

■「温水暖房」とは
都市ガスを使い、屋外で温めたお湯などを
循環させ、居間などを暖房するものです。
主な暖房方法としては、床暖房、温水ルー
ムヒーター、パネルヒーターなどがあります。
寒い冬にも、足元からポッカポカです。

■料金
基本料金　　１，６２０円 / 月
基準単位料金　１０９．９２円 / 月
※冬期（12 月から 4 月の検針分）が、対象となり、そ

の他期は、一般契約料金となります。１か月７９ｍ３以

上お使いの場合、一般契約料金よりお得になります。

■その他
ご本人の申し込みにより適用となります。
契約の条件等の詳細は、ガス水道局にお問
い合わせください。

温水暖房はいかがですか

使用者からのご意見
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永
年
の
功
績
を
た
た
え
て

永
年
に
わ
た
る
活
動
や
顕
著
な
功
績
に
よ
り
、
各
賞
を
受
賞
し
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　社交飲食業生活衛生同業組
合役員として、組織の充実と
適正な運営を図り、衛生水準
の向上に尽力されました。

自
治
功
労

山や
ま
も
と本

　
勝か

つ
お男 

さ
ん

　社会福祉法人魚沼地域福祉
会の理事長をはじめ、永年にわ
たり福祉事業に貢献し、障害福
祉行政の伸展に寄与されました。

社
会
福
祉
功
労

梅う
め
だ田

　
正ま
さ
お夫 

さ
ん

　永年にわたり水門操作に従
事され、出水時の水門操作を
円滑に行うなど災害対応に貢
献されました。

建
設
土
木
功
労

森も
り
や
ま山

　
賢け
ん
じ治 

さ
ん

　消防団員として永年にわた
り地域住民の生命財産を守り、
団員の育成指導にも尽力し消防
行政の発展に貢献されました。

消
防
功
労

坂ば
ん
だ
い大

　
修

お
さ
む 

さ
ん

　消防団員として永年にわた
り地域住民の生命財産を守り、
団員の育成指導にも尽力し消防
行政の発展に貢献されました。

消
防
功
労

磯い
そ
べ部

　
稔
み
の
る 

さ
ん

　永年にわたりユリ切花の生
産技術向上や販売拡大に取り
組み、後継者育成にも尽力し、
農業振興に貢献されました。

農
林
水
産
功
労

森も
り
や
ま山 

登と

み

こ
美
子 

さ
ん

　統計調査員として永年にわ
たり円滑な調査に尽力され、
国民生活の基礎になる統計に
貢献されました。

自
治
功
労

椿つ
ば
き　

利と
し
ひ
こ彦 

さ
ん

　統計調査員として永年にわ
たり円滑な調査に尽力され、
国民生活の基礎になる統計に
貢献されました。

自
治
功
労

山や
ま
も
と本

　
博
ひ
ろ
し 

さ
ん

　アルペンスキー選手として
オリンピック出場など、輝か
しい成績を収めました。

体
育
振
興
功
労

星ほ
し

　
瑞み
ず
え枝 

さ
ん

　統計調査員として永年にわ
たり円滑な調査に尽力され、
国民生活の基礎になる統計に
貢献されました。

自
治
功
労

星ほ
し

　
新し
ん
じ治 

さ
ん

　統計調査員として永年にわ
たり円滑な調査に尽力され、
国民生活の基礎になる統計に
貢献されました。

自
治
功
労

宮み
や

　
フ
ミ 

さ
ん

　統計調査員として永年にわ
たり円滑な調査に尽力され、
国民生活の基礎になる統計に
貢献されました。

自
治
功
労

遠え
ん
ど
う藤

　
健け
ん
い
ち一 

さ
ん

　統計調査員として永年にわ
たり円滑な調査に尽力され、
国民生活の基礎になる統計に
貢献されました。

自
治
功
労

浅あ
さ
い井

　
武
た
け
る 

さ
ん

　統計調査員として永年にわ
たり円滑な調査に尽力され、
国民生活の基礎になる統計に
貢献されました。

自
治
功
労

櫻さ
く
ら
い井

　
邦く

に
お雄 

さ
ん

　統計調査員として永年にわ
たり円滑な調査に尽力され、
国民生活の基礎になる統計に
貢献されました。

自
治
功
労

大た
い
か
い海

　
克か
つ
よ
し由 

さ
ん

　統計調査員として永年にわ
たり円滑な調査に尽力され、
国民生活の基礎になる統計に
貢献されました。

自
治
功
労

星ほ
し

　
文ふ
み
よ
し喜 

さ
ん

　統計調査員として永年にわ
たり円滑な調査に尽力され、
国民生活の基礎になる統計に
貢献されました。

自
治
功
労

富と
み
な
が永

　
賢け
ん
き
ち吉 

さ
ん

平
成
２７
年
度
魚
沼
市
褒
賞
（
個
人
１７
名
、
１
団
体
）

　警察職員として、永年にわ
たり地域住民の生命財産を守
るなど、警察行政の進展に寄
与しました。

瑞
宝
双
光
章

大お
お
し
ま島

　
文ぶ
ん
ゆ
う勇 

さ
ん

市民生活功労

　地域における消費者啓発活
動や環境問題に取り組むな
ど、地域社会に多大に貢献さ
れました。

　新潟県魚沼市
消費者協会

秋
の
叙
勲
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魚沼市優良工事表彰
　平成２６年度に完成した建設工事の中から、
特に模範となる工事や施工管理が優れた技術者
を選定し、表彰を行いました。（敬称略・表彰内容抜粋）

問　財政室　☎　７９２－９２０５

 

優
良
工
事
表
彰
（
３
社
）

①
株
式
会
社
中
元
組
魚
沼
営
業
所

【
工
事
名
】

市
道
宇
津
野

５０
号
線
白
光
岩
橋
補
修
工
事

平成２７年度

　

登
山
客
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
併

せ
た
交
通
規
制
に
考
慮
し
、
国
定

公
園
の
特
別
地
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
施
工
区
域
の
環
境
に
配
慮
し

た
施
工
管
理
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
覆
改
良
工
に
お
い
て

は
、
気
温
の
寒
暖
差
、
乾
燥
収
縮

及
び
橋
桁
の
た
わ
み
な
ど
の
原
因

に
よ
る
ひ
び
割
れ
の
発
生
を
防
止

す
る
た
め
、
新
技
術
認
定
製
品
の

利
用
や
独
自
の
創
意
工
夫
を
も
っ

て
品
質
管
理
に
努
め
ま
し
た
。

②
福
田
道
路
株
式
会
社
小
出
営
業
所

【
工
事
名
】

上
条
会
館
舗
装
打
換
工
事

　

学
生
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
工
期
制

限
が
発
生
す
る
な
か
、
速
や
か
に
現

場
調
査
を
行
い
、
工
程
短
縮
の
た
め

に
施
工
効
率
と
安
全
性
が
確
保
で

き
る
よ
う
な
施
工
提
案
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
愛
着
あ
る

施
設
の
工
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

工
事
の
ほ
か
に
施
設
周
辺
の
除
草
や

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
再
塗
装
を
行
い
景

観
に
配
慮
す
る
な
ど
の
対
応
は
地

域
住
民
か
ら
好
評
価
を
得
ま
し
た
。

③
有
限
会
社
佐
藤
配
管
工
事
店

【
工
事
名
】

川
久
保
８
号
線
他
ガ
ス
管
布
設
替
工
事

　

通
行
車
両
の
多
い
国
道
３
５
２
号

を
横
断
し
な
が
ら
、
施
工
延
長
の
長

い
施
工
困
難
な
条
件
を
、
関
係
官

庁
と
の
協
議
を
行
う
と
共
に
、
地

元
調
整
に
基
づ
く
交
通
安
全
対
策

を
積
極
的
に
行
い
、
事
故
や
苦
情

も
な
く
工
期
内
に
完
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
施
工
管
理
は
全
般
に
わ
た

り
細
や
か
な
も
の
で
、
管
理
資
料
は

施
設
維
持
管
理
す
る
う
え
で
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
作
成
し
ま
し
た
。

上
条
会
館
舗
装
打
換
工
事

　
　
　
　
　
　

主
任
技
術
者

高
橋　

作
一

　
（
福
田
道
路
株
式
会
社
小
出
営
業
所
）

優
秀
技
術
者
表
彰
（
１
名
）

社
会
福
祉
功
労

尾お
ざ
わ澤

　
源げ
ん
き
ち吉 

さ
ん

県
知
事
表
彰

星
ほし

　春
はるきち

吉 さん

瑞宝単光章

　消防団員として永年にわた
り地域住民の生命財産を守り、
団員の育成指導にも尽力し消防
行政の発展に貢献されました。

　社会福祉法人魚沼更生福祉
会理事として永年にわたり福祉
事業に貢献し、当市の障害福祉
行政の伸展に寄与されました。
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問　

北
部
振
興
事
務
所　

　
　
　

☎
７
９
７
・
２
３
６
０

問　商工振興室　☎７９２－９７５３

今年も盛況！

　「魚沼地域ビジネス交流会２０１５」は、魚沼市、南魚

沼市、湯沢町、各市町の商工会、新潟県魚沼地域振興

局、魚沼市ものづくり振興協議会が連携して開催してい

ます。異業種・多分野の企業が参加し、企業間の交流

や協力体制の構築などを目指しています。

　会場内には、参加企業等による製品が多数展示され、

企業間の交流や商談が行

われました。また、産業支

援機関等の各種相談コー

ナーが設置され、企業に

アドバイスを行ったり、長

岡技術科学大学等の機関

による「技術シーズプレゼンテーション」も開催され、大

学等が持つ技術の紹介に多くの人が耳を傾けていました。

　基調講演では、 三条市に本社を持つアウトドアメーカー

の ( 株 ) スノーピーク　山井社長から「未来を切り拓く経

営戦略」と題して基調講演をいただきました。企業理念の

重要性などどの方角を向いて仕事をするべきなのか、参加

者に対して力強い言葉でエールをいただきました。

　本交流会では、企業同士の交流のほかに、市内中学生の

見学を受け入れており、キャリア教育の一環として市内の

企業がどのような製品を作っているのかなどを知る機会を

提供しました。また、国際大学の学生を招待し、企業と触

れ合う場の提供が行われました。

　

ま
た
雪
の
季
節
が
巡
っ
て
き
ま
し
た
。
人

間
の
一
生
を
考
え
る
時
、
冬
に
出
会
え
る
の
は

多
く
て

９０
回
く
ら
い
、
も
っ
と
少
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
刻
々
と
移
り
変
わ
る
季
節
を

肌
で
感
じ
る
事
が
で
き
る
魚
沼
の
暮
ら
し
が
、

私
は
大
好
き
で
す
。

　

今
、
多
く
の
過
疎
地
域
が
地
域
活
性
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
魚
沼
市
も
そ
の
例
に
も

れ
ず
、
私
た
ち
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
は
じ

め
、
様
々
な
支
援
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
活
性
の
主
役
は
、
あ
く
ま
で

も
地
域
の
人
だ
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
魚
沼
に
来
て
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信
念
を
持
っ
て
働
き
、
き

ら
き
ら
と
輝
く
人
々
に
出
会
い
ま
し
た
。
私

が
編
集
長
を
務
め
る「
魚
沼
食
べ
る
通
信
」は
、

地
域
の
人
を
主
役
に
す
る
媒
体
で
す
。
魚
沼

■
事
例
１

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴
い
、

個
人
情
報
を
調
査
中
で
あ
る
」
と
言
っ
て
、

女
性
が
来
訪
し
、
資
産
や
保
険
の
契
約
状
況

な
ど
を
聞
か
れ
た
。
本
当
に
行
政
機
関
が
そ

の
よ
う
な
調
査
を
し
て
い
る
の
か
？

■
事
例
２

　

若
い
男
性
か
ら
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
順
次

届
い
て
お
り
、
み
ん
な
手
続
き
を
し
て
い
る

が
、
あ
な
た
は
手
続
き
し
た
か
」
と
の
電
話

が
あ
っ
た
。「
ま
だ
し
て
い
な
い
」
と
答
え

る
と
「
早
く
手
続
き
を
し
な
い
と
刑
事
問
題

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
、

不
審
に
思
っ
た
。

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
交
付
な
ど
の
手
続
き
で
、
国
の

関
係
省
庁
や
市
役
所
な
ど
が
、
口
座
番
号
や

口
座
の
暗
証
番
号
、
所
得
や
資
産
の
情
報
、

家
族
構
成
や
年
金
・
保
険
の
情
報
な
ど
を
聞

い
た
り
、
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
要

求
し
た
り
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
「
あ
な
た
の
名
前
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
貸

し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
依
頼
は
詐
欺
の
手

口
で
す
。

◦
万
が
一
金
銭
を
要
求
さ
れ
て
も
決
し
て
支

払
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■１０月の相談件数
　　　　…１４６件
　・電話　　７６件
　・来庁　　３１件
　・その他　３９件
{
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ス  マ ルイ
商工 地域

の元
気は

　商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり ー

№
123

 
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
64

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

No. ７

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

地
域
を
変
え
る
新
し
い
力

　

健康　うおぬま №
77

　これから本格的な冬を迎え、これまでの生活習慣が
大きく変化する人も多いのではないでしょうか。皆さ
んからも「冬になると体重が増える。血糖値が高くな
る。」という声が聞かれます。そこで今号は、生活習
慣病を予防するポイントについてお伝えします。

問　健康増進室　☎７９２－９７６３
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２．生活のポイント
• お菓子類は買い置きせず、いつでも食べられる環境を
作らない。
• こまめに体重を測定し、体重の変化を確認する。
• 宴会等で飲食量が増える場合は、前後の食事量を控え
たり、運動量を増やしたりして、1 日・1 週間のトータ
ル量で考える。
• 雪かき・掃除・買い物等の日常生活の中で、できるだ
けこまめに身体を動かす。

冬 が肝心 生活習慣

知っていますか？　エネルギーと運動量

120kcal

速歩き 25 分

もち １個
125kcal

速歩き 25 分

シュークリーム

250kcal

速歩き 50 分

ショートケーキ
450kcal

速歩き 90 分

カップアイス

200kcal

速歩き 40 分

ビール  500ml

食べるのは一瞬ですが、消費するにはかなりの
運動量が必要です。食べた分を消費しない限り、
体重は増えますので気をつけましょう。

※速歩きは時速
　６km ペース

１．食べ方のポイント
• 野菜類、海藻類から食べる。
• ゆっくりよくかんで食べる。
• 間食が食べたくなったら、まずお茶等の温かい飲み
物（甘くない物）を口にする。

食べ過ぎ・飲み過ぎを防ぐポイント

　

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
来
た
ら
、
話
を

聞
か
ず
に
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
少
し
で

も
不
安
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
家
族
や
小
出

警
察
署
（
☎
７
９
３
・
０
１
１
０
）
や
市
民

相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

　

便
乗
し
た
不
審
な
電
話

ご注意ください

電
話
が
あ
っ
た
ら　

こ
う
対
処 マイナちゃん

に
あ
る
小
さ
な
き
ら
き
ら
ポ
イ
ン
ト
を
集
め

て
ま
と
め
て
、
ひ
と
つ
の
情
報
と
し
て
お
届
け

す
る
こ
と
で
、
大
き
な
ひ
と
つ
の
魅
力
を
生
み

出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
見
て
も
、
地
方
創
生
の
動
き
は

追
い
風
で
す
。
中
長
期
的
な
戦
略
は
も
ち
ろ

ん
大
事
で
す
が
、ト
レ
ン
ド
性
の
あ
る
も
の
は
、

短
期
的
に
実
行
に
移
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
す
べ
て
を
万
全
な
体
制
で
始
め
る
事

は
、
必
ず
し
も
得
策
で
は
な
く
、
事
業
を
動

か
し
な
が
ら
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
加
え
て
い

く
柔
軟
性
も
時
に
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

魚
沼
に
は
、
市
民
が
胸
を
張
っ
て
自
慢
で

き
る
、
米
と
雪
が
あ
り
ま
す
。
魚
沼
ほ
ど
、

全
国
に
名
前
が
知
れ
渡
っ
て
い
る
自
治
体
も

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
魚
沼
に
住
む
人
が
当

事
者
意
識
を
持
ち
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
楽

し
み
、
そ
の
輪
に
外
部
の
人
を
ど
ん
ど
ん
と

巻
き
込
ん
で
、
魚
沼
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
の
力
が
好
循
環
し
て

い
く
事
と
思
い
ま
す
。
魚
沼
を
内
側
か
ら
盛

り
上
げ
て
い
く
事
に
、
ぜ
ひ
私
た
ち
の
力
を

効
果
的
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
他
地
域
に

劣
ら
な
い
魚
沼
の
魅
力
を
、
魚
沼
に
住
む
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、
発
見
、
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

地域活性は人が主役

次
は
福
山
地
区
担
当
の
田
渕
一
平
太
隊
員
で
す
。

    井上円花隊員
   （大白川地区担当）

県内外から１０１社・団体、約２１０人が参加ビジネス 交 会流

～
「
見
守
り
新
鮮
情
報
」
第
２
３
５
号
よ
り
引
用
～
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フォトスケッチ うおぬま

　地域おこし協力隊・田渕一平太隊員の企画した秋の収

穫祭が旧福山小学校で行われました。須原小学校の１年

生は歌や踊りを披露し、新米のおにぎりや豚汁などが振

る舞われました。さらにアルパカ３頭が福山新田に初見

参。静かな山里は、多くの笑顔と歓声に包まれました。

福山にアルパカが来た！
ー １１. ８　感謝の振る米（まい）

魚沼学園建替事業竣工式
魚沼学園創立５０周年記念式典

１１月８日（日）

　新しい魚沼学園は自然のぬくもりが感じられ、人と環
境にやさしい木造建築です。子どもたちが、今まで以上
にいきいきと活動や交流できる心地よい施設となりまし
た。５０年の歴史を受け継ぎ、今後も地域における障害
児者支援のセーフティーネットとしてサービスを充実し、
利用者や地域に愛される施設を目指していきます。

半世紀の歴史を受け継ぎ  新たな一歩

from 1972 to 2016

１１月 14 日（土） 守門保育園・幼稚園閉園式

　守門地域の子育て支援の拠点として、これまで大きな役割を
担っていた守門保育園と幼稚園は、今年度末で閉園する予定です。
閉園式には保護者や地元関係者らが集い、風雪に耐え慣れ親し
んだ園舎に感謝し、地域に密着した活動などの思い出にひたりま
した。今後は平成２８年４月より現園舎で「すもんこども園」と
して開園し、同年８月に新園舎に引っ越しが行われる予定です。

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う

明るく開放的な施設。
地元産や県内産の杉が
多く使用されています。

みんなに会えてう
れ

し
い

～

　

魚
沼
市
の
ダ
ム
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
、県
地
域
振
興
局
の
企
画
に
よ
り
行
わ
れ
た
ダ
ム
施
設
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
。

２０
名
定
員
の
と
こ
ろ
１
０
０
名
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
る
盛

況
ぶ
り
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
ダ
ム
好
き
の
参
加
者
は
、
市
内
５
か
所

の
ダ
ム
施
設
を
巡
り
、
自
然
に
溶
け
込
む
ダ
ム
に
満
足
そ
う
で
し
た
。

自然に溶け込む新たな観光資源「ダム」
ー １１. ７～８　ダム施設モニターツアー

現在建設中の第二薮神発電所の内部
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「
学
級
み
ん
な
で
協
力
し
て
や

り
遂
げ
る
喜
び
」
や
「
自
分
に

は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
な
ど
、

居
心
地
が
よ
く
協
力
す
る
喜
び

や
自
己
を
肯
定
す
る
気
持
ち
な

ど
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
い
じ
め
は
ど
ん
な
理

由
が
あ
っ
て
も
い
け
な
い
こ
と

だ
」
が
、
小
中
と
も
に
全
国
や

県
を
上
回
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、「
温
か
い
学
級
づ

く
り
支
援
事
業
」
の
成
果
に
よ

る
も
の
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
か
ら
わ
か
っ
た
魚
沼
っ
子
た
ち
の
様
子

学
力
が
伸
び
て
い
ま
す

問　学習指導センター☎７９４・６０７５ 　

４
月
に
実
施
さ
れ
た
「
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
」（
小
学
６
年
、

中
学
３
年
の
全
児
童
生
徒
が
対
象
）

の
結
果
か
ら
、
見
え
て
き
た
魚
沼
の

小
中
学
生
の
学
力
等
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。
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80

100

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

（％） 【小学６年生　平均正答率】

全　国

魚沼市【Ａ問題】：知識に関する問題
【Ｂ問題】：活用に関する問題

　魚沼市教育委員会は、魚沼市教育振興会（小中学校全教職員組織）
との協働で、「温かい学級づくり支援事業」（２年目）を進めていま
す。子どもたちが学習し生活する学級を居心地がよく、高め合う場
にすることによって、市の重要課題である学力や社会性を伸ばすこ
とを目的とした事業です。本事業の成果については、今後もいろい
ろな形でお伝えしていきます。

● 

小
学
校

　

過
去
最
高
の
結
果
で
し
た
。
全

国
や
そ
れ
よ
り
高
い
新
潟
県
を
す

べ
て
の
教
科
で
超
え
ま
し
た
。

温かい学級づくり支援事業（平成２６年度～２８年度）

◦
国
語

　
「
読
み
」
の
力
を
付
け
て
い
き

ま
す
。

◦
算
数
・
数
学

　

筋
道
を
た
て
て
考
え
、
そ
れ  

を
説
明
す
る
力
を
付
け
て
い
き  

ま
す
。

◦
理
科

　

学
習
内
容
を
日
常
生
活
と
関  

連
付
け
、
関
心
と
意
欲
を
高
め  

て
い
き
ま
す
。

 
● 

中
学
校

    
国
語
Ｂ
で
全
国
及
び
県
を
超

え
ま
し
た
が
、
他
は
達
す
る
こ  

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
学

校
が
向
上
し
中
学
校
で
伸
び
て
い

か
な
い
の
は
魚
沼
市
の
現
在
の
課

題
で
あ
り
、
小
中
の
接
続
の
問
題

に
焦
点
を
当
て
て
今
後
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

平
均
正
答
率

今
後
の
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

学
習
を
と
り
ま
く
生
活
の
よ
う
す

家
庭
で
の
生
活
の
よ
う
す

　

過
度
な
使
用
が
心
配
さ
れ
て
い

る
携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
、

３０
分
以
上

（
ゲ
ー
ム
時
間
を
除
く
）
を
費
や

す
子
ど
も
が
小
学
校
で

２５
％
、
中

学
校
で
は

５５
％
を
超
え
ま
す
。
小

学
校
で
は
携
帯
電
話
等
の
所
持
率

が
県
平
均
よ
り
や
や
高
く
、
ゲ
ー

ム
に
費
や
す
時
間
も
昨
年
よ
り
増

加
し
ま
し
た
。
今
後
、
留
意
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

家
庭
学
習
の
時
間
が
、
小
学
校

は
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
り
向

上
し
ま
し
た
。
中
学
校
で
は
下

回
っ
て
お
り
依
然
と
し
て
大
き
な

課
題
で
す
が
、
毎
年
の
増
加
が
確

認
で
き
ま
す
。
学
校
の
指
導
や
家

庭
の
理
解
・
協
力
に
加
え
、
小
中

連
携
し
て
の
取
組
な
ど
、
今
後
も

根
気
強
く
進
め
て
い
き
ま
す
。
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国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

（％） 【中学３年生　平均正答率】

理科

理科

information

日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
資資格　講講師　演演題・出演　相相談員
持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Ｈホームページ　他その他　申申し込み
ＭＥメール　問問い合わせ

2015年12月10日号

12.１0魚
沼
市

報

う お
ぬ ま

お知らせ版

く
　
ら
　
し

１０月分ごみ量
問廃棄物対策室☎７９２・３０５５

種別 H27 H26 増減 ◦単位：トン
　（１トン未満四捨五入）
※ 10 月に実施した古着
と食器の無料回収の量は
反映していません。①古
着回収：24 トン②食器回
収：23 トンでした。ご協
力ありがとうございまし
た。※トン未満は四捨五
入してあります。

可燃ごみ 1,043 1,039 4
不燃ごみ 55 54 1
大型ごみ 68 67 1
容器包装 14 13 1

古紙類 88 94 -6
合　計 1,268 1,267 1

◆◆
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼
「
小

動
物
火
葬
業
務
」
終
了
の

お
知
ら
せ

　

エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼
で
行
わ
れ

て
い
る
小
動
物
（
ペ
ッ
ト
）
の
火

葬
業
務
は
、
新
斎
場
に
小
動
物
火

葬
施
設
が
併
設
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、

１２
月

１４
日
㈪
を
も
っ
て
終
了

い
た
し
ま
す
。

　

１２
月

１５
日
㈫
か
ら
は
、
魚
沼
市

斎
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
魚
沼
市
斎
場（
池
平
３
９
６
番
地
１
）

◎
予
約
受
付

　

斎
場
火
葬
予
約
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
３
・
１
０
５
９

◎
受
付
時
間
︙
８
時

３０
分
～

１７
時

問
廃
棄
物
対
策
室

☎
７
９
２
・
３
０
５
５

制
度
・
手
続
き

安
心
・
安
全

職
員
等
の
募
集

◆◆
建
物
を
取
壊
し
た
ら
「
家
屋

取
壊
届
出
書
」
の
提
出
を

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
時
は
、「
家

屋
取
壊
届
出
書
」
を
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆◆
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

◎
ス
ロ
ー
ガ
ン

・
一
年
を
無
事
故
で
終
え
る
除
夜
の
鐘

日
１２
月

１１
日
㈮
～

２０
日
㈰

内
年
末
が
近
づ
く
と
、
人
や
車
の

動
き
が
慌
た
だ
し
く
な
る
と
と
も

に
、
冬
型
の
気
候
や
飲
酒
機
会
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
交
通
事
故
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け

◆◆
小
出
庁
舎
宿
直
代
行
員

・
募
集
定
員
︙
１
人

・
応
募
資
格
︙

６５
歳
未
満

・
採
用
期
間
︙
平
成

２８
年
２
月
１

日
～
３
月
３１
日

・
職
務
内
容
︙
電
話
及
び
来
客
対

応
、
庁
舎
管
理　

・
勤
務
地
︙
市
役
所
小
出
庁
舎

・
賃
金
︙
回
額
８
、４
１
０
円

　
（
月

２０
回
程
度
）　

・
勤
務
時
間
︙

１７
時
～
８
時

３０
分

・
休
日
︙
シ
フ
ト
制
に
よ
る

・
社
会
保
険
等
︙
雇
用
保
険
加
入　

・
試
験
日
︙
１
月

１３
日
㈬

・
選
考
方
法
︙
書
類
選
考
、
面
接

・
応
募
方
法
︙
所
定
の
申
込
書
に

　

現
地
確
認
後
に
翌
年
度
の
固
定

資
産
課
税
台
帳
か
ら
削
除
し
ま
す
。

提
出
が
な
い
と
課
税
台
帳
に
登
載

さ
れ
た
ま
ま
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
出
書
を
記
入
す
る
際

は
、
毎
年
６
月
に
送
付
の
「
課
税

明
細
書
」
を
参
照
し
、
正
確
な
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

他
書
類
は
、
税
務
室
・
各
市
民
セ

ン
タ
ー
・
北
部
振
興
事
務
所
に
あ

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
税
務
室

☎
７
９
２
・
９
７
５
１

て
、交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◎
運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
わ
き
見
運
転
の
防
止
と
安
全
確

認
の
徹
底

・
横
断
歩
行
者
の
保
護

問
ま
ち
づ
く
り
室

☎
７
９
２
・
９
７
５
２

魚
沼
市
交
通
安
全
協
会

☎
７
９
２
・
５
２
７
５

市
販
の
履
歴
書
を
添
え
て
財
政
室

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

他
申
込
書
は
財
政
室
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。　

〆
１２
月

２５
日
㈮
（
必
着
）　

問
財
政
室
☎
７
９
２
・
９
２
０
５

ホームページオープン
「食まち うおぬま」
魚沼の食に関する様々な情報を発信中！

http://www.shokumachi-uonuma.jp/

ＱＲコード

スマートファン無料アプリで
「市報うおぬま」を配信中！

※アプリ（無料）は、ＱＲコードをスキャンして、アップ
ルストアまたはグーグルプレイからダウンロードしてくだ
さい。市ホームページからもダウンロードできます。 https://www.facebook.comuonumacity

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

魚沼市公式フェイスブック

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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information お知らせ版

年末年始の業務案内

施 設 名 休 館 日 営 業 時 間 備　　考 問

見晴らしの湯こまみ 12/31 ㈭・1/5 ㈫ 10 ～ 21 時（最終受付 20 時 30 分）1/1 ㈮は 8 ～ 18 時（最終受付 17 時 30 分）☎ 792･8001

交流センターユピオ 12/29 ㈫・1/5 ㈫ 10 ～ 18 時（最終受付 17 時） ー ☎ 795･2003

ゆ～パーク薬師 12/24 ㈭・1/6 ㈬ 10 ～ 22 時（最終受付 21 時） 12/31 ㈭は 20 時まで（最終受付 19 時）☎ 792･5554

神湯とふれあいの里 なし 10 ～ 22 時（最終受付 21 時） ー ☎ 799･3350

寿和温泉 12/24 ㈭・1/4 ㈪ 12 ～ 20 時（最終受付 19 時） 12/26 ㈯～ 1/3 ㈰は 10 時から営業
12/31 ㈭は 19 時まで（最終受付 18 時）☎ 796･3033

浅草山荘 宿泊のみの営業（※日帰り入浴はできません。） ☎ 796･2331

温泉施設

医 療 機 関 休 診 日 問 備　　考
小出病院 ー ☎ 792･2111

　診療所は医師が不在となります。急患の場合は、
小出病院休日救急診療室へ電話をしてから受診し
て下さい。

堀之内病院 12/29 ㈫～ 1/3 ㈰ ☎ 794･2450

守　門
診療所

医科 12/29 ㈫～ 1/3 ㈰ ☎ 797･2062
歯科 12/31 ㈭～ 1/3 ㈰ ☎ 797･2466

入広瀬
診療所

医科 12/29 ㈫～ 1/3 ㈰ ☎ 796･2320
歯科 12/29 ㈫～ 1/3 ㈰ ☎ 796･2872

湯之谷歯科診療所 12/31 ㈭～ 1/3 ㈰ ☎ 792･6373

医療機関

期 間　　
　施 設 名

１２月 １月
問

26 ㈯ 27 ㈰ 28 ㈪ 29 ㈫ 30 ㈬ 31 ㈭ 1 ㈮ 2 ㈯ 3 ㈰ 4 ㈪ 5 ㈫

エコプラント魚沼 ○ 休 館 ○ ☎ 792･9900
さわやかセンター ○ 休 館 ○ ☎ 792･8980

堀之内老人憩いの家
守門高齢者センター ○ 休 館 ○

介護福祉室
☎ 792･9755

小出老人福祉センター ○ 休館 ○ 休 館 ○
湯之谷老人福祉センター
広神老人福祉センター 休 館 ○ 休 館 ○

広神老人憩いの家 休館 ○ 休 館 ○

　◦エコプラント魚沼の搬入時間は、月曜日～土曜日は８：００～１７：００、日曜日は８：００～１２：００です。
　　指定袋を使用せず持ち込んだ場合の処理手数料は、重さを量りその場で精算します。

環境・福祉施設

期 間　　
　施設名

１２月 １月
問

26 ㈯ 27 ㈰ 28 ㈪ 29 ㈫ 30 ㈬ 31 ㈭ 1 ㈮ 2 ㈯ 3 ㈰ 4 ㈪ 5 ㈫

小出郷文化会館 ○ 休 館 ○ ☎ 792･8811

体育施設 ○ 休 館 ○

生涯学習課
☎ 794･6073

図書館・図書室 ○ 休館（広神・小出郷図書館・堀之内図書室の返却ポストは使用できません） ○

目黒邸 ○ 休 館 ○

佐藤家・目黒邸資料館 １２月１日より冬期閉館（平成 28 年 4 月下旬オープン予定）

宮柊二記念館 ○ 休  館
各地区公民館

小出郷福祉センター
湯之谷世代間交流施設
広神コミュニティセンター

入広瀬会館その他市民会館

○ 休  館 ○

文化・教育施設

窓口業務
期 間　

庁舎・課名等

１２月 １月
問

28 ㈪ 29 ㈫ 30 ㈬ 31 ㈭ 1 ㈮ 2 ㈯ 3 ㈰ 4 ㈪

小出庁舎
市民生活室・会計課 ○

○
年末業務
8:30 ～ 17:15

休　業 ○
市民生活室

☎ 792･1112
管理収納室

☎ 792･9751
会計課

☎ 792･9202
小出庁舎以外の

各市民センター等 ○ 休　業 ○

年末業務日（小出庁舎のみ１２月２９日㈫８：３０～１７：１５）の窓口業務の取扱い
　◦住民票の写し、印鑑証明書、戸籍事項証明書等の交付、印鑑登録、旅券（パスポート）の交付
　◦税務関係諸証明等の交付
　◦税金・使用料等の収納

戸籍届出・パスポート申請について
　◦１２月２９日～１月３日の旅券（パスポート）申請・交付は休業となります（２９日㈫は交付のみ）。ただし、「海
　　外における親族等の病気、事故、災害等による死亡、危篤、入院等により、関係者が緊急渡航するために旅
　　券を必要とする人道的ケース」に該当し、即日発給の申請をする場合は除きます。
　◦休業期間中は、窓口業務は行いませんが、戸籍届出については受け付けます。
　　【受付できる庁舎・時間】　・守門庁舎…８：３０～１７：００　・小出庁舎…２４時間受付

ガス・水道の開栓・閉栓業務　
◦１２月２９日㈫～１月３日㈰が休業です。開栓・閉栓業務のみ１２月２９日㈫・３０日㈬（９：００～１６：
３０）は行います。１２月２８日㈪までに予約の電話をお願いします。問ガス水道局☎７９２・１１１８

ガス・水道業務

◆◆
冬
期
の
安
全
確
保
と

除
雪
体
制
に
ご
協
力
を

①
除
雪
車
両
に
は
近
寄
ら
な
い

②
道
路
上
に
駐
車
し
な
い

※
除
雪
の
支
障
と
な
る
車
両
が
あ

る
時
は
そ
の
路
線
の
除
雪
作
業
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
流
雪
溝
の
蓋
は
必
ず
閉
め
る

④
水
路
へ
の
投
雪
は
機
械
で
は
な

く
人
力
で

⑤
自
宅
前
に
残
っ
た
雪
処
理
に
協
力
を

⑥
投
雪
さ
れ
て
困
る
場
所
に
は
赤

い
旗
を
立
て
る

⑦
屋
根
雪
・
樹
木
の
雪
処
理
は
多

く
積
も
る
前
に
処
理
を

⑧
交
通
安
全
・
思
い
や
り
運
転
の
徹
底

◎
消
雪
パ
イ
プ
の
停
止
時
間

・
１４
時
～

１５
時
、・

１６
時
～

１７
時

◎
市
道
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は

問
建
設
室
☎
７
９
９･

４
６
０
１

（
休
日
・
夜
間
は
小
出
庁
舎
に
繋

が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

◎
国
県
道
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は

問
魚
沼
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部

☎
７
９
２･

１
３
０
４　

◎
国
道
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は

国
土
交
通
省
長
岡
国
道
事
務
所
小

出
維
持
出
張
所

☎
７
９
２･

０
８
３
９

◆◆
年
末
年
始
の
ご
み
収
集　

お
休
み
の
お
知
ら
せ

　

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
載

の
と
お
り
、

１２
月
３１
日
～
１
月
３

日
ま
で
、
家
庭
ご
み
の
収
集
を
お

休
み
し
ま
す
の
で
、
ご
み
収
集
施

設
等
（
ご
み
ハ
ウ
ス
）
に
出
さ
な

い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
廃
棄
物
対
策
室

☎
７
９
２
・
３
０
５
５

◆◆◆

１２
月
は
市
税
等
の
納
期

限
に
ご
注
意
を

　

市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
国

民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第

７
期
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

第
６
期
の
納
期
限
は
１２
月
２５
日
㈮
で

す
。
口
座
振
替
の
人
は
、
口
座
残
高

の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
振
替
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
１
月

１５
日
㈮
に
再
振
替
を

し
ま
す
。

問
管
理
収
納
室

☎
７
９
２
・
９
７
５
１

交通安全家庭の日　　日１２月１０日　年末年始は、何かと飲酒の機会が多い時期です。家庭や職
場で「飲酒運転をしない、させない、許さない」を “ 合い言葉 ” にして飲酒運転を根絶しましょう。

子育て情報メール配信サービスをご利用ください　くわしい内容は「魚沼市ホームページトップ＞
子育て・教育＞子育て情報メール配信サービス」　Ｈ http://www.city.uonuma.niigata.jp/
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募
　
　
　
集

◆◆
小
出
国
際
雪
合
戦　
　
　

　
　
　

出
場
者
募
集

日
２
月
７
日
㈰

場
県
立
響
き
の
森
公
園

◎
チ
ー
ム
編
成

・
１
チ
ー
ム
５
人
編
成
（
※
男
女

混
成
で
も
可
能
）

◎
募
集
チ
ー
ム
数

・
大
人
の
部
︙
１
８
０
チ
ー
ム（
中

学
生
以
上
）

・
子
供
の
部
︙
２４
チ
ー
ム（
小
学
生
）

◎
参
加
費
（
事
前
振
込
み
）

・
大
人
の
部
︙
１
２
、０
０
０
円

・
子
供
の
部
︙
５
、０
０
０
円

〆
１２
月

２３
日
㈷
㈬

１７
時（
先
着
順
）

申
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ｗ
ｅ
ｂ

申
し
込
み
の
み
と
な
り
ま
す
。

Ｈhttp://seinenbu.uonum
ak

oide.com
/yuki/

問
大
会
受
付
窓
口
（（
有
）
ト
ラ

ス
ト
内
）

☎
７
９
３
・
７
１
８
０

小
出
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

局
（
観
光
振
興
室
内
）

☎
７
９
２
・
９
７
５
４

　

魚
沼
市
立
医
療
機
関
で
医
師
、

助
産
師
ま
た
は
看
護
師
と
し
て
働

く
意
思
の
あ
る
人
に
、
修
学
に
必

要
な
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

◦
応
募
資
格

①
医
師
、
助
産
師
ま
た
は
看
護
師

の
資
格
を
取
得
で
き
る
大
学
、
専

門
学
校
等
に
平
成

２８
年
４
月
以

降
、
在
学
し
て
い
る
こ
と

②
申
請
者
の
保
護
者
（
申
請
者
が

成
人
の
場
合
は
親
）
が
新
潟
県
内

に
居
住
し
て
い
る
こ
と

③
医
師
等
の
充
実
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
他
市
区
町
村
の
修
学

資
金
や
そ
の
他
こ
れ
に
類
似
す
る
資

金
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
③
で
掲
げ
た
資
金
の
貸
与
を
受

け
る
見
込
み
が
な
い
こ
と

◦
貸
与
予
定
人
数
︙
医
師
・
助
産

師
・
看
護
師
そ
れ
ぞ
れ
若
干
人

◦
選
考
方
法
︙
学
業
成
績
、
世
帯

の
所
得
金
額
及
び
面
接
に
よ
り
選

考
し
ま
す
。

　

学
業
意
欲
が
高
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
な
人
に
奨
学
金
を
貸

与
し
ま
す
。

◦
貸
与
予
定
人
数
︙

４０
人
程
度

◦
応
募
資
格

①
１
年
以
上
前
か
ら
市
内
に
居

住
し
て
い
る
保
護
者
の
子
ど
も

で
、
大
学
・
専
修
学
校
（
２
年
以

上
）・
高
等
学
校
等
に
平
成
２８
年

４
月
以
降
在
学
し
て
い
る
こ
と

②
大
学
・
専
修
学
校
生
へ
の
貸

与
は
、
募
集
要
項
に
定
め
る
学

習
成
績
を
修
め
て
い
る
こ
と

③
世
帯
の
１
年
間
の
所
得
金
額

が
、
募
集
要
項
に
定
め
る
基
準

額
以
下
で
あ
る
こ
と

④
他
の
公
的
機
関
の
奨
学
金
を

貸
与
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

◦
貸
与
金
額
（
月
額
）

・
医
師
︙
私
立
大
学

３０
万
円

・
医
師
︙
国
公
立
大
学

１５
万
円

・
助
産
師
・
看
護
師
︙
５
万
円

◦
貸
与
期
間
︙
平
成

２８
年
４
月

～
最
短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で

◦
返
還
免
除
︙
医
師
は
貸
与
期

間
の

１．５
倍
の
期
間
、
助
産
師
・

看
護
師
は
貸
与
期
間
の
１
・

２５

倍
の
期
間
、
市
立
医
療
機
関
で

働
い
た
場
合
は
返
還
を
免
除
し

ま
す
。
期
間
に
満
た
な
か
っ
た

場
合
は
無
利
子
に
よ
る
一
括
返

還
ま
た
は
５
％
の
利
息
を
付
け

て
の
分
割
返
還
に
な
り
ま
す
。

◦
応
募
方
法
︙
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
、
地
域
医
療
対
策

室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
、
募
集
要
項
は
地
域
医
療
対
策

室
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
〆
２
月
２９
日
㈪

問
新
病
院
対
策
室

☎
７
９
２
・
１
４
３
６

　

◎
医
師
等
修
学
資
金
貸
与
者
募
集

◎
奨
学
金
貸
与
者
募
集

◦
貸
与
金
額
（
月
額
）

①
大
学
・
専
修
学
校
等
︙
５
万
円

②
高
等
学
校
等
︙
２
万
円

※
無
利
息
で
、
卒
業
後

１０
年
以
内

に
返
還
が
必
要
で
す
。

◦
貸
与
期
間
︙
平
成

２８
年
４
月
～

最
短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で

◦
応
募
方
法
︙
申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
付
し
、
学
校
教
育
課
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
、
北
部
振
興
事
務

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ

し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
申
請
書
、
募
集
要
項
は
学
校

教
育
課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
等
、

北
部
振
興
事
務
所
に
あ
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〆
１
月

２０
日
㈬

問
学
校
教
育
課

☎
７
９
４
・
６
０
７
２

◆◆
臨
時
福
祉
給
付
金
受
付
中

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
負
担

を
緩
和
す
る
た
め
の
給
付
金
で
す
。

対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
９

月
上
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
次
の
①
、
②
の
両
方
に
該
当
す
る
人

①
平
成

２７
年
１
月
１
日
に
魚
沼
市

に
住
民
登
録
が
あ
る
人

②
今
年
度
の
市
・
県
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
人
（
た
だ
し
、
ご

自
身
を
扶
養
し
て
い
る
人
が
課
税

さ
れ
て
い
る
場
合
や
生
活
保
護
受

給
者
は
対
象
外
で
す
。）

〆
１
月
４
日
㈪

問
厚
生
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
７

　

平
成
２８
年
度
住
民
け
ん
診
の　
　

　
　
　

申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

申
問
健
康
増
進
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
３

国
保
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

　

国
保
人
間
ド
ッ
ク
の
申
請
書

は
１
月

１０
日
号
の
市
報
と
一
緒

に
全
世
帯
に
配
布
す
る
予
定
で

す
。
住
民
け
ん
診
申
込
書
で
は
お

申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
１２
月
１０
日
以
降

に
配
布
し
ま
す

　

各
種
が
ん
検
診
等
の
住
民
け

ん
診
の
申
し
込
み
は
、
各
地
区

の
嘱
託
員
を
通
じ
て
全
世
帯
に

お
届
け
し
ま
す
。

申
込
書
の
記
入
方
法

　

世
帯
別
の
封
筒
に
入
っ
て
い

る
申
込
書
に
、
マ
ル
か
バ
ツ
で

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
の
け
ん
診
を
受
け
な
い
予

定
の
人
も
、
バ
ツ
を
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法
と
提
出
期
限

　

提
出
方
法
と
提
出
期
限
は
、

嘱
託
員
（
ま
た
は
自
治
会
長
）

が
指
定
す
る
回
収
方
法
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

受
診
票
は
５
月
に
郵
送

　

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
け

ん
診
の
受
診
票
は
、
平
成

２８
年

５
月
に
郵
送
し
ま
す
。

生
涯
学
習
・
公
民
館

問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２
・
０
３
３
７

◆❶
０
～
３
才
向
け
だ
っ
こ
で

お
は
な
し

日
12
月

２５
日
㈮

１０
時

３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館

内
同
じ
年
頃
の
お
友
だ
ち
と
一
緒

に
絵
本
や
手
遊
び
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。
絵
本
「
こ
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ

ち
ょ
」、「
い
ち
じ
く
に
ん
じ
ん
」

な
ど

対
０
才
か
ら
入
園
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

◆❷
赤
ち
ゃ
ん
に
は
じ
め
て
の
絵
本
を

１２
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

内
読
み
聞
か
せ
の
方
法
な
ど
を
話

し
ま
す
（
絵
本
２
冊
プ
レ
ゼ
ン

ト
）。
１
組

１０
分
程
度
で
す
。

対
平
成

２６
年

１２
月
生
ま
れ
の
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者

持
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
引
換
書

ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
日
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

１６
日
㈬

１３
時
～

１４
時

３０
分

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

ぱ
ぴ
ぷ

26
日
㈯

１０
時
～

１２
時

広
神
図
書
館

和
室

◆◆
市
内
図
書
館
（
室
）　　
　

年
末
年
始
貸
出
期
間
の
延
長

◎
堀
之
内
図
書
室
・
広
神
図
書
館
・

小
出
郷
図
書
館　

 

・
図
書
︙
３
週
間
（
※

１２
月

１５
日

㈫
～

２７
日
㈰
貸
出
し
た
も
の
）

・
雑
誌
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
︙
２
週

健
康
・
福
祉

間
（
※

１２
月

２２
日
㈫
～

２７
日
㈰
に

貸
出
し
た
も
の
）

◎
守
門
図
書
室
・
入
広
瀬
図
書
室

・
図
書
︙
３
週
間
（
※

１２
月

１５
日

㈫
～

２８
日
㈪
に
貸
出
し
た
も
の
）

・
雑
誌
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
︙
２
週

間
（
※

１２
月

２２
日
㈫
～

２８
日
㈪
に

貸
出
し
た
も
の
）

他
休
館
中
は
、
返
却
ポ
ス
ト
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２
・
０
３
３
７

広
神
図
書
館

☎
７
９
９
・
３
２
２
７

◆◆
子
ど
も
習
字
教
室

◎
書
き
初
め
指
導

日
１２
月

２５
日
㈮
・
１
月
５
日
㈫

９
時

３０
分
～
１１
時

３０
分

場
小
出
北
部
公
民
館

講
目
黒
ミ
チ
イ
さ
ん

対
小
学
３
～
６
年
生

定
先
着

１５
人
￥
無
料

持
書
き
初
め
の
手
本
・
習
字
道
具
・

書
き
初
め
用
紙
・
半
紙
・
新
聞
紙
１

日
分
・
持
ち
帰
る
袋
・
ハ
ン
カ
チ

〆
１２
月
２１
日
㈪

申
小
出
北
部
公
民
館

☎
７
９
２
・
５
３
３
６
（
平
日
９

時
～

１６
時
）

禁煙の日　日１２月２２日　毎月２２日は、シンボルマークの２羽の白鳥が寄り添う姿から「スワ
ンスワンで禁煙を！」をスローガンとしています。あなたも禁煙をはじめませんか？

食育の日　日１２月１９日　毎月１９日は「食育の日」です。年末年始は飲酒の機会が増えます。純アルコール
２０ｇを超えない量が適量です。ビール５００ｍｌ、焼酎１杯、日本酒１合です。適量をおいしく楽しく飲みましょう。
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information お知らせ版

12 月 16 日～３１日 行事カレンダー

16 水 ブックスタート（13:00/ 子育て支援センターぱぴぷ）

17 木 プラネタリウム定期投影（19:00/ 堀之内公民館）

18 金

19 土

20 日
日曜窓口（8:30 ～ 12:00 小出庁舎）
日曜なんでも相談会・要予約
 （8:30/ 市民相談センター）

21 月

22 火

23 水

24 木 年金相談日（10:00～15:00/小出ボランティアセンター）
要予約：長岡年金事務所☎ 0258･88･0006

25 金 だっこでおはなし（10:30/ 小出郷図書館）

26 土 ブックスタート (10:00/ 広神図書館）

27 日

28 月

29 火

30 水

31 木

乳幼児健診
種類 対象生年月日 期日 受付 会場

乳児（４か月児） 平成 27 年９月 21 日㈭

13:00
～

13:15

子育て支援
センター

1 歳６か月児 平成 26 年６月 13 日㈬ 湯之谷
保健

センター３歳児 平成 25 年１月 20 日㈬

持・母子健康手帳　・問診票
他・日程変更のご希望の場合は、事前にご連絡ください。
　・感染症にかかっている、またはその疑いがある場合
　　はご連絡のうえ、治ってからお越しください。
　※１月は２歳児健診は実施しません。

子育て支援センターぱぴぷ会場
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど
ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 22 日㈮ 10:45～ 11:00 対１月生まれ
土曜開放 毎週土曜 9:00 ～11:30 広場を開放します

身長・体重計測 毎週月曜 9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:00

身長・体重計測
（栄養士同席） 18 日㈪ 10:00 ～　

11:30
離乳食や食事の相
談ができます。

・午後から閉館する場合があります。
・詳細は「月のおたより」をご覧ください。

堀之内なかよし保育園会場
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊びなど
わくわくタイム 月～金10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 19 日㈫ 10:45～11:00 対１月生まれ

身長・体重計測 19 日㈫   9:00 ～ 12:00

すくすく広場（出張親子ふれあい広場）  
会　場 日　時 内　容

守門健康センター
１月、２月はお休みです。

入広瀬保健センター

子育て支援センター１月 問健康増進室
☎ 792・9763

１月 児幼 健 診 等乳

離乳食講習会・１歳よちよち教室
事業名 対象（対象外でも可） 期日 受付 会場

離乳食講習会
ステップ１

H27 年 10 月生の
乳児の養育者

５日
㈫ 9:30

～
9:45

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

離乳食講習会
ステップ２

H27 年６月生の
乳児の養育者

12 日
㈫

離乳食講習会
ステップ３

H27 年３月生の
乳児の養育者

25 日
㈪

13:30
～

13:45
1 歳

よちよち教室
（親子遊び、
歯磨きなど）

平成 27 年１月生 26 日
㈫

9:15
～

9:30

持母子健康手帳
◎育児相談は、各会場で随時受け付けています。
◎ 12 月 28 日㈪午後～１月３日㈰までは、休館となります。

・個人通知はありません。乳幼児健診等のご案内、
市ホームページにも掲載しています。

問子育て支援センター
☎ 792・6356

親子ふれあい広場

ミ 

ニ 

情 

報

◆◆
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

魚
沼
市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

日
１２
月

１３
日
㈰

１０
時
か
ら

場
小
出
ミ
ヤ
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

内
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
健
康
ボ
ウ
リ
ン

グ
を
や
り
ま
し
ょ
う
。

定
５０
名

￥
１
、７
０
０
円

〆
１２
月

１２
日
㈯

他
３
ゲ
ー
ム
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
戦

申
魚
沼
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
事
務

局
・
友
野

☎
７
９
２
・
３
３
２
２

◆◆
在
職
者
訓
練
「
建
築
Ｃ
Ａ

Ｄ
製
図
１
（
平
面
図
の
作

成
）
講
習
会
」

日
１
月
２１
日
㈭
、

２２
日
㈮
（
２
日

間
）
９
時
～

１６
時

場
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
堀
之
内
３
３
３
５
番
地
１
）

内
Ｊ
ｗ
︲
ｃ
ａ
ｄ
の
基
本
操
作
か

ら
木
造
住
宅
の
平
面
図
の
作
成
方

法
に
つ
い
て
習
得
し
ま
す
。

定
１０
人

￥
２
、４
０
０
円

持
「
Ｊ
ｗ
︲
ｃ
ａ
ｄ
で
学
ぶ
建
築

製
図
の
基
本
（
発
行
：
㈱
エ
ク
ス

ナ
レ
ッ
ジ
）」

申
新
潟
県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
７
９
４
・
２
４
１
０

℻
７
９
４
・
２
４
１
１

◆◆
無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

新
潟
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、

商
工
業
者
を
対
象
と
し
た
弁
護
士

に
よ
る
個
別
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
１
月
８
日
㈮

１０
時
～

１２
時

場
堀
之
内
商
工
会

内
相
談
は
１
件

３０
分
程
度
で
す
。

申
堀
之
内
商
工
会
（
要
予
約
）

☎
７
９
４
・
２
４
３
３

◆◆
元
旦
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

日
１
月
１
日
㈷
㈮

１３
時
～

場
堀
之
内
中
学
校
体
育
館

内
乱
打
～
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
ま
で
予
定

対
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
愛
好
者
で
あ
れ

ば
、
年
齢
、
性
別
、
経
験
な
ど
不

問
（
概
ね
高
校
生
以
上
）

￥
無
料

持
ラ
ケ
ッ
ト
、
内
履
き
用
シ
ュ
ー

ズ
等
は
各
自
で
用
意

申
不
要
（
直
接
会
場
へ
集
合
）

問
魚
沼
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
・

大
平
☎
７
９
２
・
５
５
２
４

◆◆
少
年
少
女
ス
キ
ー
教
室

日
１
月

１０
日
㈰
～
２
月

１４
日
㈰

毎
週
日
曜

１０
時
～

１２
時（
全
６
回
）

場
小
出
ス
キ
ー
場

対
市
内
小
学
生（
初
心
者
～
経
験
者
）

定
４０
人

￥
４
、５
０
０
円
（
１
月

１０
日
㈰

現
地
で
支
払
）、
リ
フ
ト
券
は
別

途
個
人
負
担
で
す
。

持
ス
キ
ー
用
具
は
各
自
用
意

〆
１２
月

３０
日
㈬

申
ア
ク
シ
オ
ム
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
・
佐
藤

☎
℻
７
９
９
・
３
１
７
３

◆◆
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

高
齢
者
世
帯
等
の
家
屋
周
り
の

除
雪
作
業
な
ど
を
行
う
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
ス
コ
ッ
プ
」
の
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
て

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご

登
録
く
だ
さ
い
。

◎
活
動
ま
で
の
流
れ

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ン
バ
ー

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
新
潟
県
か
ら
登
録
番
号
と
活
動

予
定
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
活
動
日
の
１
～
２
週
間
前
に
詳

細
を
記
載
し
た
参
加
者
募
集
案
内

を
送
り
ま
す
。

④
参
加
可
能
な
人
は
、
実
施
市
町
村

に
参
加
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
メ
ン
バ
ー
登
録
の
方
法

　

新
潟
県
庁
ホ
ー
ム
「
新
潟
県
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
か
ら
登
録

Ｈhttp://w
w

w
.pref.niigata.lg.

jp/chiikiseisaku/yukivolunte

er.htm
l

問
新
潟
県
総
務
管
理
部
地
域
政
策
課

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５
０
９
６

Ｍngt010130@
pref.niigata.lg.jp

◆❶
第
２
次
魚
沼
市
健
康
づ
く
り
計

画
（
健
康
う
お
ぬ
ま
２１
）（
案
）

◆❷
魚
沼
市
食
で
つ
な
が
る
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
（
案
）　

期
１２
月

１６
日
㈬
～
１
月

１５
日
㈮

問
健
康
増
進
室（
大
沢
２
１
３
番
地
１
）

☎
７
９
２
・
９
７
６
３

℻
７
９
２
・
７
６
０
０

Ｍuc903901@
city.uonum

a.n

iigata.jp

◆❸
第
２
次
魚
沼
市
生
涯
学
習

推
進
計
画
（
案
）

◆❹
魚
沼
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
（
案
）

期
１２
月

１７
日
㈭
～
１
月

１５
日
㈮

問
生
涯
学
習
課（
堀
之
内
１
３
０
番
地
）

☎
７
９
４
・
６
０
７
３

℻
７
９
４
・
２
３
５
３

Ｍsyogaigakusyu@
city.uonu

m
a.niigata.jp

◎
閲
覧
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
担
当
部
署

（
室
）、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
等
、
北

部
振
興
事
務
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

◎
意
見
を
提
出
で
き
る
人

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
市
内
の
事
務
所
又
は
事
業
所
に

勤
務
す
る
人

・
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

・
計
画
等
に
利
害
関
係
を
有
す
る

個
人
ま
た
は
法
人
そ
の
他
の
団
体

◎
意
見
の
提
出
方
法

　

所
定
の
用
紙
（
任
意
で
も
可
）

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
意

見
を
記
入
し
、
担
当
部
署
（
室
）、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
等
、
北
部
振
興

事
務
所
の
い
ず
れ
か
に
持
参
す
る

か
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
又

は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
氏
名
、
住
所
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
場
合
、
又
は
計
画
案

に
関
す
る
意
見
以
外
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。
ま
た
、
電
話
に
よ
る
受

付
、及
び
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
募
集

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

各
種
計
画
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
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市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分
図
書
カ
ー

ド
」
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
答
え
と
市
報

の
感
想
等
を
お
書
き
の
う
え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

１２
月

１７

日
㈭
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、１２月２５日（金）です。 市報うおぬま　2015.12.10 　

　

深
田
久
弥
の
名
著
「
日
本
百
名

山
」。
こ
の
山
々
に
更
に
２
０
０
の

山
を
加
え
た
「
日
本
三
百
名
山
」

を
山
田
良
一
さ
ん
は

２２
年
の
歳
月
を

か
け
踏
破
し
ま
し
た
。

　

健
脚
の
持
ち
主
、
山
田
さ
ん
が

登
山
を
始
め
た
の
は
意
外
に
遅
く

５３
歳
の
時
。「
一
生
に
一
度
は
、
富

士
山
に
登
っ
て
み
た
い
。」
と
仲
間

と
一
緒
に
登
山
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
希
望
は
悪
天
候
に
よ
る
ツ

ア
ー
中
止
と
い
う
ほ
ろ
苦
い
結
果

に
。
ど
う
し
て
も
諦
め
き
れ
な
い
山

田
さ
ん
は
翌
年
、
ツ
ア
ー
を
頼
ら

ず
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
富
士
山
へ
の
登

頂
を
果
た
し
ま
す
。

　
「
日
本
一
の
山
に
登
れ
た
ん
だ
か

ら･･･

と
変
な
欲
が
わ
い
て
き
た
ん

で
す
。」
登
山
の
魅
力
は
次
な
る
頂

へ
と
山
田
さ
ん
を
い
ざ
な
い
ま
す
。

そ
し
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
景
色
に
出

会
い
ま
す
。

　

台
風
迫
る
奥
穂
高
岳
。「
こ
ん
な

日
に
登
る
ん
で
す
か
。」
と
下
山
者

に
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
風
雨

の
な
か
登
頂
し
、
翌
日
、
涸か
ら
さ
わ沢
カ
ー

ル
か
ら
見
た
穂
高
連
峰
の
紅
葉
。

金
色
に
染
ま
る
世
界
に
山
田
さ
ん

は
言
葉
を
失
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
登
山
は
、
人
と
の
出

会
い
の
旅
で
も
あ
り
ま
し
た
。「
全

国
の
山
で
会
っ
た
人
と
登
山
話
を

す
る
の
が
楽
し
く
て
。
自
分
は
も

う
８０
座
登
っ
た
な
ん
て
人
の
自
慢

話
を
聞
い
て
い
る
と
悔
し
く
な
っ
て

く
る
ん
で
す
。（
笑
）」
気
づ
く
と
山

田
さ
ん
も
百
名
山
、
更
に
は
三
百

名
山
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
と
は

言
え
、
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で

広
が
る
三
百
名
山
。
忙
し
い
仕
事

の
合
間
を
縫
い
、
踏
破
す
る
の
は

容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
九

州
や
四
国
な
ど
遠
方
へ
行
っ
た
と
き

は
、
数
日
間
で
ま
と
め
て
何
座
も

登
り
ま
し
た
。
旅
行
の
最
中
に
抜

け
て
、登
山
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

後
で
仲
間
に
恨
ま
れ
ま
し
た
ね
。」

と
山
田
さ
ん
は
苦
笑
い
を
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
登
山
を
始
め
８
年
目

に
百
名
山
を
達
成
、
そ
の

１７
年
目

に
二
百
名
山
を
達
成
、
そ
し
て

２２

年
目
に
当
た
る
今
年
９
月
に
見
事
、

三
百
名
山
を
達
成
し
ま
し
た
。「
今

後
は
逆
ル
ー
ト
や
縦
走
な
ど
を
楽

し
み
た
い
。
孫
が
大
き
く
な
っ
た
ら

一
緒
に
八
海
山
に
登
り
た
い
。」
偉

業
を
成
し
遂
げ
た
山
田
さ
ん
は
、

も
う
次
の
夢
の
頂
に
向
け
て
歩
き

出
し
て
い
ま
す
。

山田 良一さん

きらり☆

             魚沼人
～ うおぬまびと ～

Ａ

魚
沼
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
２
０
４
０
年

の
魚
沼
市
目
標
人
口
を
推
計
人
口
よ
り
ど
の

く
ら
い
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
か
？

①
５
、７
０
０
人

②
８
、９
０
０
人

③
１
７
、１
０
０
人

Ｑ

■
今
後
の
予
定

◦
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
市
報
等
で
市
民
に
周
知

し
、
空
き
家
所
有
者
に
空
き
家
バ

ン
ク
へ
の
登
録
を
促
し
ま
す
。

◦
登
録
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
宅

建
協
会
に
よ
る
売
却
価
格
及
び
賃

貸
価
格
の
査
定
を
行
い
、
申
請
者

の
合
意
が
得
ら
れ
れ
ば
空
き
家
バ

ン
ク
に
登
録
し
ま
す
。

◦
登
録
さ
れ
た
空
き
家
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
窓
口
で

紹
介
し
、
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー
等
に
も
情
報
提
供
し
、
広

く
周
知
を
図
り
ま
す
。

◦
利
用
希
望
者
（
市
内
外
を
問
わ

な
い
。）
が
あ
っ
た
場
合
、
市
は

宅
建
協
会
に
情
報
提
供
を
し
、
宅

建
協
会
が
所
有
者
と
利
用
希
望
者

の
物
件
仲
介
を
行
い
ま
す
。

■
協
定
内
容

　

市
は
所
有
者
の
意
向
に
よ
る
空

き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
及
び
空
き

家
利
用
希
望
者
の
取
り
ま
と
め
を

行
い
、
取
り
ま
と
め
た
内
容
を
宅

建
協
会
へ
情
報
提
供
し
ま
す
。

　

宅
建
協
会
は
、
市
の
情
報
を
基

に
、
空
き
家
を
「
売
り
た
い
、
貸

し
た
い
」
と
考
え
る
所
有
者
と
、

空
き
家
を
「
買
い
た
い
、
借
り
た

い
」
と
考
え
る
利
用
希
望
者
の
仲

介
を
行
い
ま
す
。

　魚沼市は空き家等（平成２６年度末・３２７戸）の有効利
用を図り、移住定住等を目的として、１１月２７日（金）に公
益社団法人新潟県宅地建物取引業協会と「魚沼市空き家バ
ンク制度の運用及び相談等に関する協定」を締結しました。

空き家の解消にむけて

問　まちづくり室　☎７９２－９７５２

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   koho@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　

前
回
の
正
解
は
、「
①
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
」
で
し
た
。

当
選
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

中
村　

良
枝
さ
ん

　

星　
　

太
一
さ
ん

　

星　
　

明
美
さ
ん

　

関　
　

律
子
さ
ん

　

阿
部　
　

和
さ
ん

表
紙
の
写
真

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。

編
集
後
記

廣田　菊野　大沢　　　　　９０歳
井川　ウメ　雁坂下　　　　８８歳
酒井　健次　東中　　　　　７１歳
中澤　康次　中島　　　　　７６歳
佐藤　ミツ　今泉　　　　　８７歳
貝瀬キミ子　新保　　　　　９４歳
富永　一三　山田　　　　　８４歳
櫻井　タケ　一日市　　　　８８歳
池田ヨシイ　池平　　　　　９４歳
櫻井　　勇　赤土　　　　　７３歳
佐藤　ミイ　三渕沢　　　　９３歳
佐藤　ユキ　西村　　　　１０２歳
大塚金一郎　守門宮原　　　９４歳
平井　イサ　守門宮原　　　８８歳
五十嵐　清　大谷内　　　　９３歳
浅井丑五郎　長鳥　　　　　９１歳
大平　忠助　長鳥　　　　　９０歳

櫻井　トシ　堀之内稲荷町　９６歳
宮　　乾二　堀之内稲荷町　８９歳
小川　九乃　住吉町　　　１００歳
山田　政雄　西栄町　　　　９１歳
五十嵐昭夫　山ノ手町一　　６５歳
櫻井　キク　大石二　　　　８１歳
角屋　國治　吉水　　　　　９６歳
大屋　ミツ　下倉　　　　１０５歳
星野　豊子　新田　　　　　７５歳
矢島　　貢　桜又　　　　　６２歳
髙橋　虎槌　田川　　　　　７７歳
滝沢　キク　徳田　　　　　９２歳
古田島金松　原二　　　　　９１歳
滝沢　荒司　原二　　　　　６７歳
佐藤　清敏　浦町三　　　　９０歳
小熊　セキ　浦町七　　　　９４歳
磯部　定治　羽根川二　　　８５歳
大平　富榮　干溝　　　　　９２歳
長谷川スミ　上ノ原　　　　９５歳
富永　幸二　井口　　　　　８３歳
星　　光江　湯之谷芋川　　９０歳
遠藤　達雄　大沢　　　　　８３歳

山本　龍
りゅうと

斗　拓也 ・朱音　　下町一
横山　仁

きみやす

寧　泰充・里江　堀之内稲荷町
横山　芯

しんすけ

明　公志・賢子　　新道島
渡辺　遥

は る と

翔　大輔 ・美里　　　日影
田澤　悠

はるとも

智　弘朗・玲子　　十日町
佐藤　憂

ゆ う ね

音　直人・恵子　　上ノ原
高橋　　丈

じょう

　泰裕・友紀　　　栗山
馬場　優

ゆ い と

弦　洋司・亜由美　　中島
小沼　柊

しゅうた

太　智・理恵　　　　新保
青木　　楓

かえで

　孝史・佐登美　山田下
櫻井　美

み さ き

咲　悦郎・紗緒里　　赤土
松尾　実

み さ き

咲　亮輔 ・恭子　　　西村

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人口と世帯数（Ｈ２７．１１．１）

人口 うち外国人 増減
男 18,719 27 -13
女 19,563 127 -11
計 38,282 154 -24

世帯数 13,381   -2

（１０月２１日～１１月２０日届出分）ひとのうごき

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
僅
か
と
な

り
ま
し
た
。
毎
年
、
京
都
・
清
水

寺
に
て
、
そ
の
年
の
世
相
を
漢
字

一
字
で
表
す
恒
例
行
事
が
あ
り
ま

す
が
、
今
年
の
発
表
は

１５
日
㈫
だ

そ
う
で
す
。
日
本
で
起
き
た
出
来

事
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
文
字

は
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
今

年
は
ど
ん
な
一
年
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？
明
る
い
言
葉
で
あ
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

今
年
一
年
を
振
り
返
り
、
皆
さ

ん
の
一
文
字
は
、
ど
ん
な
言
葉
で

表
し
ま
す
か
？
（
Ｔ
）

　

第
４
回
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
紅
葉

マ
ラ
ソ
ン
を
取
材
し
ま
し
た
。
選

手
が
ス
タ
ー
ト
す
る
頃
に
は
、
天

候
は
晴
れ
、
風
は
無
風
、
絶
好
の

マ
ラ
ソ
ン
日
和
で
し
た
。
本
格
的

に
走
る
人
や
楽
し
ん
で
走
る
人
も

皆
ゴ
ー
ル
後
は
、
新
米
の
魚
沼
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
お
に
ぎ
り
を
、
お

い
し
そ
う
に
頬
張
る
姿
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。



がんばる

魚
沼
っ
子

№

11

　

井
口
小
学
校
５
年
生
の
須
佐
珠
美
さ
ん

が
夏
休
み
に
制
作
し
た
街
灯
は
、
新
潟
県
で

最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。「
魚
沼
市
は
流

れ
の
速
い
水
路
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
図

書
館
で
水
力
発
電
の
こ
と
を
知
り
、
暗
い
夜

道
を
照
ら
す
街
灯
を
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。」
と
発
想
の
原
点
を
話
す
珠
美
さ

ん
。
も
の
づ
く
り
が
大
好
き
で
、
ア
イ
デ
ィ

ア
豊
富
な
小
さ
な
発
明
家
の
次
な
る
作
品
に

期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
が
ん
ば
れ

珠
美
さ
ん
。
目
指
せ
未
来
の
エ
ジ
ソ
ン
！

第
７９
回
新
潟
県
発
明
工
夫
展
・
第

６４
回
模
型
展須佐　珠

た ま み

美さん

作品名

「水路を利用した街灯」

最優秀賞
（県知事賞）受賞

こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率

８０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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児童絵画

no.131
ミニミニクッキング！

Good!

大根とにんじんの酒かす風味煮（副菜）

魚沼市食生活改善推進員協議会

エネルギー　36kcal　　たんぱく質　1.3 ｇ
脂質　0.1 ｇ　　炭水化物　6.2 ｇ　　塩分　0.6 ｇ

＜酒かすとビタミンＢ群＞酒かすは清酒を作る際、もろみを搾っ
た残りかすです。エネルギー代謝に係わるビタミンＢ群が多く含
まれています。冬の時期、冷えやすい、体重が付きやすい人に酒
かす料理はおすすめです。体に良いからといっても食べ過ぎには
注意しましょう。

「夏休みの思い出」
４年  山之内　悠太郎  さん

「とびだせ スーパーロケット」
２年  仲 丸　陽 人  さん

№

131

材料（４人分）

今月は広神西小学校の児童の作品です

①大根は皮をむき、３ｃｍ厚さの輪切りにする。にん
じんは皮をむき、大きめの乱切りにする。
②なべに①の野菜とだし汁を入れて中火にかけ、落し
ぶたをして３０分ほど煮る。大根がやわらかくなった
ら、酒、しょうゆを加えさらに１０分煮る。
③大根とにんじんを器に盛り、残った煮汁に酒かすを
加え、香りがたったらすぐに火を止め器にそそぐ。ゆ
ずの皮をせん切りにして天盛りにする。

作り方

大根　　　　　２００ｇ　　　ゆずの皮　　適量
にんじん　　　１２０ｇ　　　
だし汁　　　　カップ３
酒　　　　　　大さじ１
しょうゆ　　　大さじ１
酒かす（ピューレ状）　大さじ１


